
 

南が丘祭 文化部生徒会担当 大友 風馬 

今年度の南が丘祭は、「打ち上げ花火」というテーマで行われました。 

装飾では、花火を表現した切り絵や天井からつるすモビール、花火玉の大きさ比較など、各学

年工夫を凝らした飾り付けが美しくきらめいていました。５組の思わず目を見張る壮麗な飾り

つけも、毎年生徒や教職員の楽しみになっています。現在も１学年が作成した切り絵が美術室前

の窓と天井に残っており、南が丘祭の残り香を漂わせています。  

ステージ発表などでは、演劇のほかダンスやコメディ、パロディなど、「やりたいことは全部

やる」というように、各学年、各部活動がそれぞれのカラーを生かしたクオリティの高い演技が

見られました。特にコメディが含まれた内容が多かったこともあり、会場からは絶えず笑い声と

歓声が響いていました。  

今年度は準備期間が少なく、生徒も教員も準備に追われ、あわただしい毎日を過ごしました。

もしかしたら 100％満足のいく内容ではなかったかもしれませんが、時間内でやり切ったからこ

その達成感と充実感が学校にあふれていたと思います。   

この南が丘祭を無事終われたのも、生徒自身の頑張りはもちろんのこと、全教職員、保護者の

皆様の御協力があってこそです。この場を借りて御礼申し上げたいと思います。  

そして何より、南が丘祭全体を通じて、

第 43 期生徒会役員は本当によく頑張りま

した。素敵な思い出ができたことに感謝い

たします。皆さん本当にお疲れ様でした。  

 

コミュニティ・スクール、小中一貫した教育の推進 教務部教務主任 澤田 麻里 

 札幌市では、学校が家庭や地域と

一体となって子どもの育ちや学び

の充実に継続して取り組み、「地域

とともにある学校づくり」を実現す

るため、順次、コミュニティ・スク

ール（学校運営協議会制度）の導入

を行っています。本校でも、南の沢

小学校や藻岩南小学校との連携に

よる小中一貫した教育を進めるた

めの様々な活動を行っています。今
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年度は、６月の札教研で３校の授業参観を行い、教職員が互いの教育課程や日常の学習指導、生

徒指導等を相互に理解し合う研修を行いました。生徒会役員と児童会は、「さっぽろっ子自治的

な活動」の活性化を図る取組の一つとして、「一人一人が『自分が大切にされている』と実感で

きる学校づくり」について話し合い、その内容を８月 18日に札幌コンベンションセンターで行

われた「さっぽろっ子サミット」で他の中学校の生徒会役員の前で発表しました。また、生徒会

役員とボランティア生徒が主体となって行うラベンダープロジェクトの活動に小学生も参加し

ラベンダーの収穫や作品作りを協力して取り組むなど、小中の交流を通して９年間の系統性・連

続性のある教育を実現し、子どもの知・徳・体の調和のとれた育ちの一層の充実を目指していま

す。今後もコミュニティ・スクールの推進を目指して、活動の幅を広げていく予定です。 

 

TT少人数指導の実践 教務部教務主任 澤田 麻里 

昨年度に引き続いて、ＴＴ（ティーム・ティーチング）と少人数指導（習熟度別指導）を行っ

ています。１学年はＴＴが国語、数学、理科、英語、少人数が数学、英語、２学年はＴＴが国語、

数学、理科、英語、少人数が数学、英語、３学年は国語、数学、理科、英語のＴＴを実施してい

ます。総合的な学習の時間で

は、学習内容によって、学級の

枠を超えた少人数指導を行っ

ており、生徒の興味関心に沿っ

た活動ができるよう支援して

います。また、 特別支援学級で

は、「共生社会の形成にむけて

双方の社会性や豊かな人間性

を育む学習」の一環として通常

学級の授業に入る交流学習を

行ったり、通常学級の教諭が特

別支援学級の授業に入ったり

などの指導を行っています。 

 

照明のＬＥＤ化について 教頭 皆川 慎太郎 

９月第２週、第４週、10 月第１週の各土日に工事が行われました。現時点において、２階と

３階を中心に教室の照明が新しくなっています。  

今後、10月中に残りの教室や各階廊下、ホール等の照明、11月には敷地内の外灯の工事が行

われます。そして、冬休み中には体育館の照明の工事が予定されており、その期間については体

育館の使用ができなくなります。  

蛍光灯・水銀灯の生産終了に伴う必要な工事であり、体育館の点灯・消灯の切替が容易になる

などの利点もありますので、引き続き、子どもたちの教育環境の充実に御理解と御協力をいただ

きますよう、よろしくお願いいたします。  


